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ショパンのスケルツオNo.I Op 20についての一考察

山 岸 麗 子

スケルツオについて

スケルツオ（ Scherzo) とはイタリア語で，元来は「冗談」とか「酒落」 「戯れ」と

かの意味をもつ言葉である。音楽史的には17世紀頃からイタリアの軽快な娯楽的な歌曲に

Scherzi Musicaliというものがみられるようになり，バッハの息子カール・フィリッ

プ・エマヌエルのソナタには， AllegroS cherzando (快速そして諧誹的に）ないし

Prest Scherzandoという楽章が発見されている。ハイドンも 1781年作の絃楽四重奏

曲Op。33の6曲は，メヌエット楽章がすべてスケルツオにおきかえられている。しかし

それらのスケルツオは，現在我々が考えるようなはっきりした形式も内容も持たなかった。

それを個性的な楽曲として，本格的に成長させたのはベ-トーベンである。ベートーベ‘ノ

はソナタなどの多楽章形式の曲の中でメヌエットのかわりに，同じ 3拍子ながらテンポの

速い，鋭いリズム的アクセントをもつスケルツオをおくという構成を確立したのであった。

その形式は， メヌエットと同じく複合 3部形式によるのが普通で， トリオと称する中間部

を，主部であるスケルツオと対比させ，急速，軽妙なスケルツオにゆったりしたトリオを

はさむことによりよくその形式を整えている。ベートーベンの九つの交響曲を調べてみる

と，その殆んどがスケルツオ楽章を用いていることがわかる。第一番の第 3楽章は，

Minuetto Allegro molto e vivaceの指示があるが，典雅な舞曲であるはずのメ

ヌエットは，このように急速に，叉その内容も奔放に男性的である。これは従来の習慣に

従ってメヌエットと呼んだまでで実質はすでにスケルツオなのである。第二番はScherzo

Allegro,, 第三番はScherzoAllegro vivaceとはっきりしたスケルツオの表示が

ある。第四，第五，第六，第七までの第3楽章は，スケルツオの表示はないが，内容的に

はあきらかにスケルツオである。第八番のみTempodi minuettoとなっている。そ

して第九番は，第2楽章にmoltovivaceのスケルツオをおき，第3楽章に緩徐楽章を

おいている。以上のように第八番を除きすべてスケルツオ楽章ということができる。ベー

トーベンにとってはすでに形式的因襲となってしまった貴族男女のサロンの舞踊であるメ

ヌエットはもう不必要であったのであろう。そして自由な野人の諧諮の歌といってよいこ

の個性的楽想のスケルツオによって素晴しい傑作を数多く後世に残したのであった。

ソナタなどの多楽章形式の第 3楽章，あるいは第 2楽章におかれたスケルツオは，大曲

の中の一部として，より重要な冒頭楽章（第 1楽章）や終楽章（第 4楽章）にくらべてゆ

るやかな抒情的楽章（第 2楽章）と同様比較的軽い副次的な意味しかもたないことは否定
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出来ない。しかしその首尾両楽章に対しては，まさに対比的な味わうべき楽想の変化の妙

をもっていて，その効果的価値は大きいのである。こうした中間楽章としてのメヌエット

とスケルツオを考えるとき，おっとりした18世紀的貴族舞曲より急速なテンポ，そしてリ

ズム的アクセソトの面白さとユーモアのきいた又，男性的迫力のあるスケルツオの方がより時

代にマッチし，より気分転換の役割を果しているということができよう。

ベートーベン以後にも，例えばシューベルトの長大なハ長調交響曲の第 3楽章やメンデ

ルスゾーンの真夏の夜の夢のスケルツオのようにベートーベンの諸作にもひけをとらない

スケルツオの名曲も少なくない。そしてこれらの作品は，名称は同じスケルツオでも性格

を大分異にし，ベートーベンの作品にみられるような厳しい表情はなく優雅さにみち，軽

妙な幻想的性格をもった新らしい境地を開くのに成功している。

ショパンも 2曲のピアノソナタの第2楽章に今まで述べた用い方でスケルツオを取り入

れているが， ショバンはそれとは別にこの同じスケルツオの名称のもとに前代未聞のスケ

ルツオを創造したのであった。それは，軽快なしゃれた小曲ではなく独立した，がっちり

とした骨組をもつ堂々たる大曲で真に独創的なショパンの面目躍如たるものがある。ショ

バンの作品は，前奏曲にせよ練習曲にせよソナタにせよ，いずれもそれらの楽曲名の本来

の意味からはみ出した彼独特の心の表現であるものが多いが，中でも 4つのスケルツオは

彼以前の作曲家のスケルツオの特性を殆んどもたない独創的なものである。音楽評論家ハ

ネカーは， 「スケルツオは， ショパンの霊的な記録で，決して唇を通って外にいい表わす

ことのない魂の告白である。それらによってのみ私達は，真のショパン，奥底のショパン

にふれることの出来る』といっている。 4曲中，最後の 1曲のみ長調でや立趣きを異にし

ているが，いづれもプレストで他の作品に例をみない程荒削りの情熱をそのまとぶっつけ

た深刻な音楽となっている。シューマンは「冗談が黒い着物をきて歩きまわるとしたら，

真面目は何を着たらよいのだろうか。」と批評をしているように，主流となるスケルツオの

部分は，救い難い絶望，激しい怒り，憂愁，といったものに溢れ，中間部のトリオで甘美

なショパンらしいメロディーが表われることがあってもそれが曲想の主流となっている

わけではない。まして軽快な明るい戯れなどはどこにもなく，叉ショパンの典雅な詩的性

格はこゞでは全く影をひそめ，強烈なひびきとほとばしり出る情熱が作品を支配している

のである。それらはショパンの心の底を最も赤裸々に吐露したもので，ボロネーズのよう

な民族的なものではない，個人的反抗がうかがえるのである。当時の人々にはショパンの

このような烈しい性格，憤怒や絶望感， 頑固なまでの自尊心は，彼の優美に彩られた詩

的半面程よく理解されず歓迎もされなかった。何故ならば，社交界の寵児として貴婦人達

の憧憬を集めていた、ンョバンは，常に絹のマフラーを巻き，白い手袋をはめ非常に物静か

で礼儀正しく，何時も優雅な紳士的態度を失わなかったからであろう。

なお，このショパン的なスケルツオの世界はプラームスのスケルツオによって受け継が

れている。

II ショパンのスケルツオ第一番について

スケルツオ第一番について

作曲年代 1831'"'-'1832 21オ
出版 1835 
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捧呈

構成

1 序奏

T.アルプレヒト

大3部歌謡形式

凶 第一主題の発展

(B) Aのモティーフによる展開部分

W Aの反復

⑭ Bの反復

W Aの反復

n トリオ風の中間部

ill =I 

N コーダ

1 - 8小節

9 - 44小節（口短調）

69 - 124小節（二長調， へ長調，口短調）

125 - 184小節

185 - 240小節

241 - 304小節

305 - 388小節（口長調）

389 - 569小節

570 - 625小節

この曲は， 1830年のクリスマスイヴに独りでウィーソの聖シュテファン教会を訪れた

時，ここで1時間程もの思いにふけっている間にこの楽想が浮んだといわれる。彼の手紙

によると，教会へは12時につき巨大な伽藍の下に仔んでいると，心の中に憂愁なハーモニ

ーがあふれ，かってない程の孤独感におそわれ，それがこの曲に結像した如く書れている。

その頃のショバンは，独りウィーンにあって空虚な日々を送っていた。丁度その年の11月

29日にロシアに対するポーランドの反乱が起り，共にウィーソに来ていた親友のティトゥ

スは急ぎ祖国にとってかえし軍に加わったのである。ショパンもティトゥスと一緒に帰国

したかったが，彼は自分が兵役に適さないことを自覚していた。当然のことながら，彼の

家族，恋人コ‘ノスタ‘ノティアや一般同胞への懸念にさいなまれ，自分が何をなすべきかと

いうことについての疑惑の念に苦しめられながら，独りウィーンに滞っていたころのこと

である。このスケルツオは，この時期における彼の精神状態を反映している。

この曲で，ショパンの心をついて出•た嵐のような感情の原因は，祖国ボーラソドに対す

る深い愛情，そしてどうにもならない周囲の壁に対する烈しい憤怒，ほとんど自暴自棄と

いってよい程の絶望感であった。 1831月7月遂にポーランドの首都ワルシャワはロシア

の手に落ちた。ショバンはウィーンを去り，バリヘ向う途中であった。スケルツオの最初

のスケッチは，まだウィーンにあった 5, 6月頃から着手され，パリで補筆され1832年

に完成した。僅か21オのショパンは，そんな社会的背景の中に，不朽の名作 エチュード

「革命」を書きあげ，その「革命」に共通するところの多い激情の曲スケルツオ第一番を

生み出したのである。

楽想は，非常に大胆な砕けるような 2ケの不協和音で開始される。そしてそれに続く焦

燥に満ちた旋律は， Prest con foco (火のように急速に）の指示通り，火のように荒

れ狂い，やがてゆっくりした素朴な中間部の楽想（トリオ）に連なる。主部と見事な対照

をなすこのトリオは，ボーラソド民謡のクリスマスソング「ねむれ幼きイエズス」の旋律

にもとづいているもので， 2オクタープにわたる巾広い伴奏に，右手の10度の動きが豊か

な夢を描き出し， ショパンの一傑作として認められている。 トリオの終り近くこれと重な

って，冒頭の 2つの激しい不協和音が突入し，再び最初の焦燥に満ちた音楽が復活して，

絶叫にも似たクライマックスに到達する。長いコーダの作り方も見事で非常によく纏った
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作品である。

皿 スケルツオ第一番の演奏法

(1) 序奏

Presto con fuoco.（J.= 120.) s--------------------------------------------・1 
>--------、/----、―---――̀. ： I"'). I"'). I")・

兜
米

Allegro con foco (』．＝ 120.)の指示のように 1小節を 1つに数える急速なテンボ
でひかれる。冒頭の 8小節にわたる 7度の 2ケの和音は，決然と向い合い短い中断をもっ

てひかれなければならない。不意に驚か廿るこの大胆な和音が序奏となって，このドラマ

ティックな強烈な曲の幕は切って落されるのである。この和音は絶対につながるようにひ

いてはならない。叉ともすれば陥りやすいかたい，ごつごつしたぶつけ方にならないよう

叩かないで腕全体の重みをかけるようにして力強いひびきを出さなければならない。最初

の和音をひく直前に，直ちに絃全体に和声的ひびきがひろがるように強くペタルを踏み，

短い中断をもって，次の和音があたかも決闘をいどむように，二つ同じように並ばなけれ

ばならない。 2番目の和音は，初めのよりやと長めの感じがよいと思う。

(2) 第一主題
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3
 

それに続く16小節全体のニュアンスは，何か神秘的なある一種の包むような雰囲気の中

に続くのであるが，右手の旋律的モティーフの各々が強いクレッシェンドをもって，あた

かも燃えさかる火のように鮮明に出て来ることが肝要である。技術的には，指の発音を次

第に高めてゆきながら，手の重みをそこに加えて行く方法を次のように練習するとよい。

5 / / ／ 

叫[:ー一騎-̂1: f` ii-2 且．戸—:い：fム ． 

土ニ -- - -/ 3 /3  
Î:- ＃--rf!i-2l 
- ----iL--===ご

／
 

疇
5小節から 8小節にかけては次のように練習する。

1. 

結 一 琴国匹l「
9
i
 

feĴ19冒・且 ；ーニ五〗玉玉尋
＆
 、^：：古ぅー三ー町

2 1 

4. 戸→...._ ,...-... -t ― ーニ 2 
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次の部分 譜面上では次のようになっているが

-----、1 > 4 2 3 5 

凸--9~’. 

左記の如く，最初の4分音符を強いスタッカートに

し，次の音の頭に，より奔放なアクセントをもって

くることにより，嵐のような衝撃を表現する。

このパッセージ（次の 4小節まで）は，旋律形が

ごちゃごちゃに入りくんでいるから，音型にそって

手首を上手に使い念入りに練習をつまなければなら

ない。

始めからこの部分全体のリズム的要素は伴奏部分のひき方によってきまるので，左手の

スタッカートをはっきりと発音し， リズムのもつ強弱にもとづいて生き生きとしたリズム

感のあるひき方を習得することが非常に大切である。

(8) 補助モティーフ
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この3つの激しい和音のあとに静かないこいがくる。今までの激しさと対照的に，悲し

げな感情をこめて低音の旋律が訴えかけ， riten．されたテソボと共に深い静けさに入って

ゆく。

こゞでは，左右の2本の腕だけで対話し，ォーケストラの絃の高鳴るひびきを感じさせ

るよう努力しなければならない。

(4) 第一主題の展開部分

こいま，初めのモティーフの展開されてゆくところである。このAgitato は激動とい

うほどのものではなく，その前にriten．されたテンボをもとにもどし， sotto voce の

デリケートな音に不安な感情をこめ少しずつ湧き出ずる如く，基調の動きの表
現に導いて

ゆくのである。

次にくる下記の演奏のむづかしさは，

右手のアルペジオの上の音符，第5指でひかれる弱拍部にメロディーが美しく流れてく

ることである。このcisから始まる高音の旋律に気持を入れて十分歌いあげなければなら

ない。それと共に，左手のアクセントに基調をおく甚本的リズムがくずれない
よう注意し

なければならない。ぅっかりすると，このようなところは2拍子の印象を与えるひき方と

なってしまうので， 3拍子を絶対に変えないようにくれぐれも注意が肝要である。
（右手

のフレーズの頭である 1指にアクセントがつかないように）

8亡二こ...----. -. --------------------.-•ー・-------------------------
5 左記の左手の広

がった音符をはず

さないように次の

ように練習する。

2指又は 3指のさ

さえの上で手首を

回転してひく。
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心、？J（i[.I{C)丁］！t［／：］ ［〗L:ll6)と戸→」 j etc. 
右手は，各小節の 3拍目に出てくる旋律を出してきっちりとひかなければならない。

;..,:::．r「こ:「 9 .. 心-；-ー ‘rテ

こまかい音符は軽くひき，逆に 4分音符はしっかりと。

--81.......... --・・・・ ・----.. ----.. --.............. ・・-・・.一

くする目的で練習すること。

こヽは，徐々にその激しさをとりもどして

きたリズムをフレーズの頭（各小節の 1,

2拍）に，前からの続きのような形ではな

く，傲然となぐりつけるようなアクセソト

をもってひくこと。この変化ははっきりと

つけなければならない。

右手の予備練習は次のように， まず手の形

指の位置をしっかりきめて，どの音も強く

指をあげてはっきりとひく。指1本1本強

,；^JIAV‘, .. 1 ム． 8~[”四；―.；―．．．庁］［／：―●ーこ：;j［••五ご
3 2 ， 

..... -.. ~......... _.......... ・・・--. -----・-・-......... 

だ出―---—,一圧·

―-l---T:--9-ニー＃＂--V-- ．
51~ 

戸
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次の騒がしい挿入部分では，

る。（各フレーズの頭）

出来るだけエネルギッシュな親指のタッチを必要としてい

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------r 

怠A9 

菜

w-+
＃
 

，
 

ー

筐
[

¢
 
m
A

庄そ 筐
[

．
 
A
ー

a-ャ

d
 

9
し―

，
 
，
 

左記のように 1指の練習をする。

上から叩くように強いアクセン

トで。

r,h

怠

”‘.g： 
m.d. 

二l __! m.g-. 
竺饂五戸

ー「
4-色呈
H

戸

次に手首の動きを規

扇

s················~●●●ー．．．．．．．．．．．．戸・． 

= #＿ 

＇ 

111.d.. 
m.g・. 

#― m.d,. h m.d,． 
＂I,．g. ？91,．， 

i 
則的にならすために

etc. 
指の一番離れたポジ

ションを確実に。

臼三」ごf-五三
最後に右手の指の 1本1

本の力をつけるために。

この部分は，

(5) 中間部

この中間部分の天国的なやさしさは，いわゆるスケルツオの熱っぽい衝動とは全く対照

的に，遠い思い出にひたるが如く，柔らかい夢みるような情緒に満ちている。おそらく，

ショパンは，一つの曲の中にこのような対照的な感情をこめることの出来た第一人者の作

曲家であろうと思う。

ボーランド民謡のクリスマスソング「ねむれ幼きイエズス」の旋律にもとづいたといわ

れるこの部分は，遠くから祖国を思う心を，かなり明白に表わしている。技術的には，音

色に関してしかむずかしさはないが，左手の2オクターブにわたる伴奏の音色と，右手の

旋律音および10度にわたる旋律を包んだ柔らかいニュアンスとそれぞれのひびきをよく聴

き合って，美しいハーモニーをかもし出さなくてはならない。ソフトペタルを使用し，伴

奏部分は指を平らにして鍵盤に指をつけた状態でなでるようにひき，旋律音（テヌートの

ショパンの指定どおり， ペクルを 7小節にわたって踏んでいること。
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ついたDisの音）は，指先に気持を入れてぐっと押すように．そして10度上の音はあたか

も鐘のひびきの如く旋律音を包むようにひかなければならない。

Mol to piii _]enJo._ (J = 1osJ 
sotto voce e ben lefl_ato 

念 念 念 念 念 念 翌

メロディーを出そうとしたためのアクセントのつけ過ぎや大げさな表情は，ショパンの発

想に反し，この夢みるような印象をなくしてしまうのでよく注意しなければならない。

米念 米 米 米

このhの音から旋律の線ははっきりした輪郭を表わし，より主観的に烈しさをも加えて

この部分のピークとなる3 この装飾音は，速くひいてはならない。飾りというよりもっと表

情的なものであるから細かい動きがおろそかにされないよう次のようにひくとよいであろ

う。

§一給 H4」-f」」-三百］竺[;"て 」戸ーー「「人」了f
326小節の左手は．かなりの版．特に初版から写したもののなかでは

x,:＃占tここ[-|
となっているが， これはハーモニーの細部

にわたって行き届いた、ンョパンの細かい心

づかいに反している。こ刈ま多分書き間違

い，あるいは改定版中にはからずも表われ

た思い違いでしかないと思う。
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． 
O _． 

このようにひくべきであるとコルトーは云

っている。

． 
x.  

． 
x.  

上記のようなものも誤りである。

また， 375小節の左手の 2番目の O 

音(Gis)も前楽節と同じく

x
 

(Ai s)となっている譜があるがこれも誤り

である。

中間部の終り近くただようような不確かな，ともすれば風化してしまいそうなくり返え

しの中で，嵐の閃光のように突入する不協和音。さらに尾をひく余韻にもう一撃。冒頭の

2 つの和音を思い出して頂きたい。そして，さおさめやらぬ夢にただよいつゞ…••ふと我

にかえったようにはじめのスケルツオの部分が再現されるのである。

(6) コーダ

．、
如 Ilprepuヽ a9t畑 ato: 

旋律的な歩みをはじめの 3小節間だけ次のような感じで

喫胴言 ：ぃ7-口三i
それに続く 8小節問は逆に次のリズムできざまれる。
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茸 2
 

A,4呑
F

2
 

A

ー
丑
匡

r
 

7
 

卜

↓

百

y

-— 

... 

＇ 

> ル」， J
L ——-』 etc.
r, 

右手の第2指，第 1指，第5指が旋律のデッサンをかたち作るので次のような予備練習を

するとよい。

1) 

華 二「亡二五ユ呈
2

呈1F
 
i etc .. 

次に第5指のタッチを強くするために

2) 

華 二；と二巽： ,1・冨

＂ 
m
 
戸et(;．

第3指，第4指の動きをよくするために

3) 

三竺--「 ； --'~ etc. 

最後に

4) 

華 加ーニ丘-ロピ-巴~etc.
5) 

_J：？ア`ー：い[:l.,...-:伯,...：らぷrr上戸―----華

゜
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・-・・・・・.. ・・・・・・・-・・-・・-. ----------------------------・・• -．．.．..... ---. --------・・ ---------—-----------,--

不吉な半狂乱的な，はたまた歓喜の絶頂のような甲高い和音を重ねてゆくこの熱狂的な

感じを恐れずにしっかりと表現しなければならない。上半身の重みを指先きにかけるよう

にしてひく。

●●●一●●●●一・・・・・・;・・・・・・・・・・・・・・,
• 9 

“ 
I 

ori・o 

ピ—---

] tへ、” しの·—•).-
ニ～ ＃ 1 三
三
！ 

T
 

栄

上記の如く 3度と 4度の連続で雨がなぐりつけるようなひびきを効果的に出すために大

胆なアクセントのつけかたが，情熱的な終曲部に輝きのある強さを出すことが出来る。

弱い第 4指，第5指の技術を次のようにして練習するとよい3

1)) 

A

↑-＝
 二

＞
 

にご編忠 etc. 

2) 

酔工
A
5。

-u-
etc. 

3) 

c
 
t
 
e
 

E』
―

-
J

- 戸パー一
1 

和
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4) 

和竺:：三一三ーこ王ーー —=.- ^~etc. 

その最後は， 4オククーヴにもわたる急ピッチの半音階の上昇で終る。
リストはこの部分を下記の如く，両手を使ってオクタープでひく方法をとった。

旱

"'·•,.51:]........................................................... 

三戸
々

etc. 

；一

浪奏効果を高めるためには，この方が強烈でより効果的であるが， ショパンの楽曲では，

ー音たりとも勝手に変更することは冒漬であると考えられる程，彼の音楽は，推敲に推敲

を重ねて完成されたものであるので，いわゆる巨匠でないかぎりは原曲のま＞ひかれるべ

きであると思う。
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